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町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り

本
議
会
に
対
し
て
温
か
い
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
第
４
回
定
例
会
に
お

い
て
議
員
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
、

議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本

町
の
現
状
を
見
れ
ば
、
巨
大
地
震
又

は
近
年
の
異
常
気
象
と
も
い
え
る
災

害
等
へ
の
防
災
対
策
を
は
じ
め
、
福

祉
行
政
の
充
実
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
な
ど
様
々
な
問
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
湯
浅
駅
周
辺
の
整
備
事
業

に
お
い
て
は
、
本
町
の
最
重
要
課
題

の
一
つ
で
あ
り
現
在
、
町
当
局
と
協

力
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
議
員

一
丸
と
な
っ
て
安
心
安
全
な
住
民
生

活
の
向
上
を
目
指
し
、
活
力
あ
る
開

か
れ
た
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

議
長
・
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
る

常任委員会
総務文教
常任委員会

◎山本　年哲
○小松　英夫
　石橋　千歌子
　由良　祥治
　松本　典久

福祉産業建設
常任委員会

◎石本　一也
○山田　真里
　松本　光成
　横矢　政明
　松本　典久

議会広報編集
常任委員会

◎山田　真里
○小松　英夫
　石橋　千歌子
　石本　一也
山本　年哲

一部事務組合議会
湯浅広川
消防組合

石橋　千歌子
山田　真里
山本　年哲

有田周辺
広域圏
事務組合

小松　英夫
横矢　政明
松本　典久

有田
衛生施設
事務組合

石本　一也
横矢　政明
山本　年哲

有田郡
老人福祉施設
事務組合

松本　光成
石本　一也
由良　祥治

和歌山県
後期高齢者
医療広域連合

松本　光成

議長・副議長
議　長 松本　光成
副議長 石橋　千歌子

議会運営委員会
議会運営
委員会

◎横矢　政明
○松本　典久
　石本　一也
　山田　真里

※◎印は委員長
〇印は副委員長
※各特別委員会の委員構成
は変更していません。

副議長
石橋　千歌子

議長
松本　光成

新しい議会構成

12
月
5
日
、
山
家
議
長
の
議
員
辞
職
に
伴
い
、
議
長
・
副
議
長
と
各

常
任
委
員
会
の
構
成
、
一
部
事
務
組
合
議
会
等
へ
の
派
遣
議
員
が
そ
れ

ぞ
れ
新
し
く
決
ま
り
ま
し
た
。
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全
員
協
議
会

人
事
案
件

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

選
任
同
意

引
き
続
き
福ふ
く

田だ

耕こ
う

三ぞ
う

氏
・
前ま

え

田だ

敏と
し

彦ひ
こ

氏
、
ま
た
新
任
で
岡お

か

田だ

和か
ず

男お

氏
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

主
な
条
例
制
定

○
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
す
条
例
制
定

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰

も
が
住
み
や
す
い
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
す
た
め
、
基
本
理
念
や
施
策

の
基
本
事
項
等
を
定
め
る
も
の
で
す
。

問

町
民
及
び
事
業
者
の
責
務
を

ど
の
よ
う
に
町
民
や
事
業
者
に

対
し
て
理
解
を
求
め
て
い
く
の

か
。

答

条
例
制
定
後
は
周
知
に
よ
る

啓
発
等
が
重
要
で
あ
り
、
ま
ず

啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

各
戸
配
布
を
行
い
ま
す
。

平成３０年第４回定例会を１２月５日から１４日までの日程で開催しました。
本定例会に提案された人事案件、各会計補正予算、条例改正など、提案された議案10件
は原案の通り可決・承認しました。

平成30年度一般会計補正予算

18億1,505万円

（単位 : 万円）
項　目 補正額 主な歳出の説明 補正後の額

総　 務　 費 17 億 245
財政調整基金積立、地籍測量 ･一筆調査業務、ふるさと納税業
務委託、潮光園建設事業費分担金、栖原コミュニティセンター
設計業務など

55 億 5,387

民　 生　 費 5,665 ぬくもりふれあいセンター改修工事、更生医療 ･障害者自立支援給付費など 22 億 5,749

衛　 生　 費 68 前年度養育医療給付 ･感染症予防 ･地域保健医療等推進事業補助金精算分など 6億 8,317

農林水産業費 745 被災農業者向け経営体育成支援事業など 1億 8,834
商　 工　 費 21 燃料費、消耗品費など 1億 5,733
土　 木　 費 840 町道修繕工事、栖原ポンプ場用地分筆等登記手数料など 5億 5,254
消　 防　 費 54 湯浅広川消防組合負担金など 3億 4,872
教　 育　 費 282 小 ･ 中学校入学記念品など 6億 1,393
災害復旧費 3,585 農地 ･道路 ･文教施設 ･公共施設災害復旧工事費など 1億 485
歳 出 合 計 18 億 1,505 111 億 9,388
※補正後の歳出合計は補正されていない項目も含めています。

ふるさと納税業務委託等 ７億３,６３３万円
栖原コミュニティセンター
　　　　　　　　設計業務委託 ２,５０９万円
ぬくもりふれあいセンター改修工事 ２,１７６万円
各施設災害復旧工事 ３,５８５万円
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ま
た
い
ろ
い
ろ
な
研
修
の
機

会
を
利
用
し
て
事
業
所
に
啓
発

し
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

○
乳
幼
児
医
療
費
及
び
子
ど
も
医
療

費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
来
年
度
よ
り
子
ど
も
医
療
費
の
支

給
対
象
者
を
18
歳
ま
で
引
き
上
げ
る

こ
と
に
よ
り
、
疾
病
の
早
期
治
療
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
子
ど
も
の
健

全
な
育
成
及
び
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。

問

条
例
改
正
後
の
町
民
へ
の
周

知
は
。

答

対
象
者
に
通
知
す
る
と
と
も

に
、
広
報
に
お
い
て
町
民
に
対

し
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

○
老
人
憩
の
家
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

北
栄
老
人
憩
の
家
を
今
後
、
総
合

セ
ン
タ
ー
の
施
設
と
し
て
管
理
す
る

た
め
、
条
例
か
ら
規
定
を
削
除
す
る

も
の
で
す
。

問

総
合
セ
ン
タ
ー
の
施
設
と
し

て
整
理
し
た
根
拠
は
。

答

町
民
の
方
が
利
用
し
て
い
る

中
で
総
合
セ
ン
タ
ー
の
施
設
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
強
く
、
管

理
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る

た
め
、
現
状
に
応
じ
た
形
に
す

る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
予
算

問

非
常
勤
職
員
の
賃
金
改
定
の

内
容
は
。

答

今
回
の
改
定
は
、
10
月
か
ら

の
和
歌
山
県
最
低
賃
金
の
改
定

が
主
な
理
由
で
す
。
改
定
に
よ

り
支
給
額
が
下
が
る
職
員
は
お

ら
ず
、
全
体
で
117
名
の
職
員
が

増
額
と
な
り
ま
す
。

問

中
学
校
の
部
活
動
に
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
指
導
員
を
置
く
と
い

う
こ
と
だ
が
、
他
の
部
活
動
に

つ
い
て
は
ど
う
す
る
の
か
。

答

現
在
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の

部
員
が
多
い
こ
と
や
、
専
門
的

に
指
導
で
き
る
教
員
が
い
な
い

こ
と
か
ら
学
校
の
要
望
も
あ
り

指
導
員
の
配
置
を
決
め
ま
し
た
。

全
体
的
な
部
活
動
に
つ
い
て
、

指
導
で
き
る
教
員
を
現
在
、
配

置
し
て
い
る
状
況
で
す
。

問

庁
舎
修
繕
の
内
容
は
。

答

停
電
時
に
お
い
て
も
、
屋
外

倉
庫
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
開
閉
ま

た
、
な
ぎ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
非

常
用
コ
ン
セ
ン
ト
の
使
用
、
空

調
設
備
の
使
用
が
で
き
る
よ
う

修
繕
す
る
予
定
で
す
。

問

ふ
る
さ
と
納
税
の
業
務
委
託

に
含
ま
れ
る
促
進
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
作
成
業
務
と
は
。

答

芸
能
人
が
湯
浅
の
特
産
品
や

観
光
地
を
紹
介
す
る
動
画
を
撮

影
し
、
そ
の
動
画
を
ネ
ッ
ト
配

信
、
町
の
Ｈ
Ｐ
よ
り
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
湯

浅
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
総
合
的

な
冊
子
も
あ
わ
せ
て
作
成
し
て

い
き
ま
す
。

総合センター老人憩の間

役場屋外倉庫

出典：内閣府
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問

ぬ
く
も
り
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
改
修
工
事
の
増
額
補
正
の
内

容
は
。

答

空
調
設
備
の
改
修
、
Ｅ
Ｖ
ホ

ー
ル
自
動
ド
ア
の
改
修
、
屋
上

手
摺
の
改
修
、
外
壁
タ
イ
ル
面

の
ひ
び
割
れ
補
修
等
で
す
。
ま

た
、
浄
化
槽
設
置
の
際
、
想
定

よ
り
地
盤
が
固
く
、
矢
板
を
挿

入
す
る
た
め
の
地
盤
改
良
費
も

今
回
の
補
正
に
合
わ
せ
て
計
上

し
て
い
ま
す
。

報
告
現
在
、
条
例
素
案
を
作
成
し

て
お
り
、
年
明
け
1
月
に
意
見

を
募
集
し
、
そ
の
後
、
人
権
施

策
推
進
委
員
会
で
最
終
案
を
ま

と
め
3
月
定
例
会
に
上
程
す
る

予
定
で
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
等
の
差

別
書
込
み
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
に
つ

い
て報

告
10
月
９
日
よ
り
毎
週
火
曜
日

に
職
員
２
名
体
制
で
実
施
し
て

お
り
、
12
月
４
日
ま
で
に
、
４

件
の
書
込
み
に
つ
い
て
、
サ
イ

ト
管
理
者
に
対
し
て
削
除
要
請

を
行
い
、
う
ち
1
件
の
削
除
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

要
望
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
の
継
続

と
、
対
象
サ
イ
ト
の
拡
大
、
他

の
市
町
村
へ
の
情
報
提
供
を
行

い
、
更
な
る
事
業
の
啓
発
に
努

め
て
ほ
し
い
。

○
職
員
人
権
研
修
（
同
和
問
題
）
の

実
施
報
告
に
つ
い
て

報
告
10
月
30
日
に
近
畿
大
学　

奥

田
教
授
を
招
き
、職
員
人
権（
同

人
権
推
進
特
別
委
員
会

○
部
落
差
別
解
消
推
進
条
例（
仮
称
）

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

和
問
題
）
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
53
名
が
出
席
し
「
部
落

差
別
解
消
推
進
法
」
に
つ
い
て

受
講
し
ま
し
た
。

問

職
員
人
権
研
修
会
に
つ
い
て

今
後
も
引
続
き
実
施
し
て
い
く

の
か
。

答

次
年
度
以
降
の
研
修
予
定
に

も
組
み
入
れ
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

○
学
校
教
育
研
究
会
人
権
教
育
研
修

会
に
つ
い
て

報
告
12
月
12
日
に
高
野
山
金
剛
峰

寺　

佐
々
木
先
生
を
招
き
、「
日

ご
ろ
か
ら
大
切
に
し
た
い
人
権

意
識
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
こ
の
人
権
研
修
は
、
非
常
に

意
義
の
あ
る
研
修
で
あ
り
、
今

後
は
教
職
員
の
み
な
ら
ず
学
校

関
係
者
に
も
参
加
依
頼
し
て
は

ど
う
か
。

（単位：万円）

項　目 補正額 説　　　明 補正後の額

介護保険事業 824 介護予防ケアマネジメント
給付費及び委託料など 13 億 9,033

後期高齢者医療 1,863 前年度療養給付費等負担金
清算分繰出金 3億 2,694

平成３０年度　各特別会計補正予算

ぬくもりふれあいセンター



12 月定例会

6ゆあさ議会だより No.73
平成 31年 2月

ま
ち
づ
く
り
・
防
災
特
別
委
員
会

○
町
内
一
斉
津
波
避
難
訓
練
実
施
報

告
に
つ
い
て

報
告
11
月
11
日
に
津
波
避
難
訓
練

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
避
難

所
開
設
訓
練
、
防
災
講
演
会
と

演
奏
会
を
開
催
し
、
延
べ
755
名

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

問

行
政
が
で
き
る
「
公
助
」
に

つ
い
て
も
っ
と
町
民
に
理
解
し

て
も
ら
い
、「
自
助
」「
共
助
」

に
つ
い
て
も
必
要
で
あ
る
と
い

う
避
難
計
画
を
今
後
、
策
定
し

て
い
く
の
か
。

答

「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

に
つ
い
て
町
民
に
理
解
し
や
す

い
避
難
計
画
の
改
訂
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

○
災
害
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
基
本

協
定
に
つ
い
て

報
告
大
規
模
災
害
に
備
え
、
地
震
、

津
波
、
風
水
害
等
に
よ
る
災
害

に
お
い
て
発
生
す
る
災
害
廃
棄

物
等
の
処
理
を
円
滑
に
行
う
た

め
、
実
績
の
あ
る
企
業
と
基
本

協
定
の
締
結
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

○
湯
浅
城
跡
発
掘
調
査
進
捗
状
況
に

つ
い
て

報
告
10
月
よ
り
発
掘
調
査
に
と
り

か
か
っ
て
お
り
、
中
世
の
土は

師じ

器き

（
素
焼
き
の
土
器
）
ら
し
き

遺
物
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
発
掘
場
所
を
替
え
引

続
き
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
湯
浅
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

報
告
平
成
29
年
度
実
施
事
業
分
に

つ
い
て
の
検
証
結
果
概
要
を
基
本
目

標
ご
と
に
作
成
し
ま
し
た
。

意
見
こ
の
総
合
戦
略
は
本
町
の
重

要
な
施
策
で
あ
る
た
め
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進

会
議
で
も
っ
と
議
論
を
重
ね
目

標
達
成
に
向
け
推
進
し
て
も
ら

い
た
い
。

○
観
光
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
及
び

日
本
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

報
告
12
月
18
日
に
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン

ト
大
阪
で
地
方
創
生
観
光
ま
ち

づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
と
「
美
味
し

い
日
本
遺
産
」
ま
る
ご
と
体
験

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
1
月
16
日
に
東
京
よ
み

う
り
大
手
町
ホ
ー
ル
で
地
方
創

生
観
光
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

の
第
２
弾
を
開
催
し
ま
す
。

○
地
域
文
化
資
源
活
用
交
流
促
進
事

業
に
つ
い
て

報
告
地
域
の
文
化
資
源
を
活
用
し

て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
著
名
料
理
人
と
湯
浅
の
食

材
な
ど
に
関
す
る
魅
力
を
伝
え

る
た
め
、
11
月
か
ら
計
４
回
に

分
け
て
そ
の
料
理
を
試
食
し
て

い
た
だ
く
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｒ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
に
つ

い
て報

告
農
林
水
産
省
の
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｒ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
に
湯
浅
町
が
認
定

を
う
け
ま
し
た
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
実

行
組
織
と
な
っ
て
和
食
に
欠
か

せ
な
い
「
醤
油
」
の
歴
史
や
製

造
方
法
等
を
学
び
、
湯
浅
湾
で

水
揚
げ
さ
れ
た
豊
か
な
海
の
幸

を
堪
能
で
き
る
体
験
を
提
供
す

る
内
容
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

要
望
地
域
の
食
と
し
て
「
醤
油
」

と
「
海
鮮
料
理
」
が
認
定
を
受

け
た
こ
と
に
よ
り
、
国
内
外
の

多
く
の
人
が
湯
浅
に
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
幅
広
く
広
報
活
動

を
し
て
ほ
し
い
。

避難所開設訓練
（湯浅スポーツセンター）

防火水槽からの給水訓練
（六角堂）
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問

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
寄
附

金
が
な
か
っ
た
場
合
の
経
常
収

支
比
率
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

答

平
成
28
年
度
は
、
ふ
る
さ
と

ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
の
委
託
料

に
つ
い
て
一
般
財
源
で
賄
え
た

が
、
29
年
度
は
当
該
年
度
の
寄

附
金
を
充
当
し
た
こ
と
に
よ
り

経
常
収
支
比
率
が
上
が
り
ま
し

た
。
寄
附
金
が
な
か
っ
た
場
合

は
、
制
度
前
の
水
準
程
度
に
な

る
と
考
え
ま
す
。

問

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
寄
附

金
に
よ
る
交
付
税
へ
の
影
響
は
。

答

現
段
階
で
は
普
通
交
付
税
へ

の
影
響
は
な
い
が
、
特
別
交
付

税
に
関
し
て
は
、
寄
附
金
を
使

い
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
が
減

る
こ
と
で
、
減
額
の
可
能
性
は

あ
り
ま
す
。

問

地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業

の
実
施
結
果
を
ど
う
捉
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
う
活

か
し
て
い
く
の
か
。

答

特
産
物
流
通
促
進
事
業
に
お

い
て
は
、
多
く
の
著
名
料
理
人

と
の
交
流
を
通
じ
湯
浅
の
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
、
観
光
推
進

事
業
に
つ
い
て
も
「
湯
浅
ま
ち

ご
と
醤
油
博
物
館
」
を
開
設
し

食
べ
歩
き
や
散
策
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
ン
ガ
を
使
っ
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
も

進
め
る
こ
と
が
で
き
一
定
の

成
果
は
出
て
い
る
と
考
え
ま

す
。
さ
ら
に
特
産
物
の
販
路
拡

大
、
国
内
外
の
旅
行
業
者
を
通

じ
た
誘
客
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問

現
在
の
駐
車
場
事
業
特
別
会

計
と
旧
庁
舎
跡
地
の
駐
車
場
会

計
、
ま
た
、
新
た
に
で
き
る
駅

前
複
合
施
設
の
駐
車
場
会
計
を

一
本
化
で
き
な
い
の
か
。

答

会
計
を
一
本
化
す
る
こ
と
で

料
金
も
明
確
に
な
る
か
と
思
う

の
で
、
今
後
十
分
検
討
し
て
い

き
た
い
。

決
算
認
定
特
別
委
員
会

（単位 : 万円）

会　計　名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出
差引額

翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支額

一般会計 1,139,227 1,087,567 51,660 5,741 45,919

同和対策住宅新築資
金等特別会計 8,090 23,895 △ 15,805 0 △ 15,805

普通会計 1,147,317 1,111,462 35,855 5,741 30,114

国民健康保険事業
特別会計 206,781 199,745 7,036 0 7,036

駐車場事業特別会計 651 15,193 △ 14,542 0 △ 14,542

農業集落排水事業
特別会計 3,566 3,566 0 0 0

介護保険事業
特別会計 134,893 130,563 4,330 0 4,330

後期高齢者医療
特別会計 32,405 32,304 101 0 101

全会計合計 1,525,613 1,492,833 32,780 5,741 27,039

備考：実質収支額は、歳入歳出差引額から、翌年度へ繰り越すべき財源を控除した額。

平成２９年度　決算総括表
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審
議
結
果

議案名等

石
橋　

千
歌
子

小

松　

英

夫

松

本　

光

成

石

本　

一

也

横

矢　

政

明

山

田　

真

里

由

良　

祥

治

山

本　

年

哲

松

本　

典

久

認定 平成 29 年度各会計決算認定について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

同意 固定資産評価審査委員会委員選任の同意を求める件 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

可決 障がいを理由とする差別をなくす条例制定の件 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

可決 乳幼児医療費及び子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正する条
例制定の件 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

可決 老人憩の家設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定の件 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

可決 平成 30 年度一般会計補正予算（第 5号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

可決 平成 30 年度介護保険事業特別会計補正予算（第 2号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

可決 平成 30 年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

（注）松本光成議員は議長のため、裁決に加わらない。○は賛成、●は反対、―は退席

12月定例会

決算認定特別委員会審査報告（抜粋）
平成 29 年度の決算状況は、一般会計と 4つの特別会計が黒字となったが、同和対策住
宅新築資金等特別会計、駐車場事業特別会計の 2つの特別会計については、赤字となって
おり、翌年度より繰上充用をして決算を締めている。
一般会計と同和対策住宅新築資金等特別会計を合わせた普通会計は、昨年に引き続き黒
字で、主な要因としては、ふるさとまちづくり寄附金が引き続き好調だったことによるも
のである。
一般会計の歳入歳出差引残額は、5億 1,660 万 5,542 円で、平成 30 年度への繰越事業費
の一般財源 5,740 万 7,600 円を差し引いた残額 4億 5,919 万 7,942 円を、翌年度へ繰越して
いる。
なお、前年度に対して歳入総額は、40 億 4,166 万 5,886 円　55.0 ポイントの増、また、
歳出総額では、39 億 6,635 万 3,947 円　57.4 ポイントの増となっている。
歳入は、地方交付税や財産収入などが減額となっているが、町債、ふるさとまちづくり
基金繰入金の増額に加え、ふるさとまちづくり寄附金の大幅な伸びにより総額で増額と
なっている。
歳出は、総務費のふるさと納税業務手数料、ふるさとまちづくり基金積立金及び地方創
生拠点整備施設整備工事等が影響して増額となっている。
普通会計の財政状況に関する各指数は、経常収支比率が 87.9％で、対前年度比 7.3 ポイ
ントの増、実質公債費比率は、3カ年平均 9.7％で、0.5 ポイントの減となっている。

決算認定特別委員会
委員長　横矢　政明
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一般質問

質
問
①

首
都
圏
な
ど
で
感
染
が
拡
大
し
て
い

る
風
疹
が
全
国
的
に
も
広
が
っ
て
い
ま

す
。妊

婦
が
感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
が

難
聴
や
心
臓
病
、
白
内
障
な
ど
に
な
っ

て
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
死
亡
の

報
告
も
あ
り
ま
す
。
妊
娠
を
望
む
女
性

や
同
居
家
族
は
特
に
抗
体
検
査
や
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
国
は

風
疹
対
策
と
し
て
₁₂
月
₁₁
日
に
定
期
予

防
接
種
の
機
会
が
な
か
っ
た
₃₉
〜
₅₆
歳

の
男
性
に
２０１９
年
か
ら
３
年
間
、
全
国
で

原
則
無
料
と
な
る
見
通
し
。
湯
浅
町
も

風
疹
拡
大
の
影
響
を
考
え
、
風
疹
対
策

の
取
り
組
み
は
。

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
）

湯
浅
町
は
県
の
助
成
事
業
を
受
け
、

妊
娠
を
希
望
す
る
19
〜
50
歳
未
満
の
女

性
と
、
妊
婦
の
夫
に
対
し
て
上
限
１
万

円
の
助
成
を
実
施
。
30
年
度
末
を
も
っ

て
県
の
事
業
が
終
了
と
な
る
予
定
で
す

が
、
今
後
も
妊
婦
や
胎
児
の
健
康
を
守

る
た
め
に
、
引
き
続
き
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
助
成
の
実
施
を
検
討
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、

国
か
ら
の
方
針
が
報
道
さ
れ
町
と
し
て

も
国
の
動
向
に
注
視
し
、
対
応
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
②

乳
が
ん
は
、
女
性
の
が
ん
で
一
番
多

く
、
年
間
１
万
２
千
人
以
上
の
働
き
盛

り
の
女
性
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
家
の
太
陽
で
あ
る
主
婦
の
皆
さ
ん

や
若
い
皆
さ
ん
は
、
ご
自
身
の
お
身
体

に
も
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
検
診
に
使
わ
れ
る
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
の
普
及
に
よ
り
、
早
期
が
ん

と
さ
れ
る
非
浸
潤
性
入
管
が
ん
を
発
見

す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
全
国

的
に
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診
デ
ー
や
巡
回
レ

デ
ィ
ー
ス
健
診
を
実
施
す
る
の
が
多

く
、
お
母
さ
ん
が
受
診
し
や
す
い
よ
う

に
保
育
ス
ペ
ー
ス
も
開
設
し
て
好
評
で

す
。女

性
の
命
を
守
る
た
め
、
レ
デ
ィ
ー

ス
健
診
デ
ー
の
実
施
で
乳
が
ん
検
診
の

向
上
を
。

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
）

検
診
の
受
診
は
、
町
の
集
団
検
診
と

医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
の
２
種
類
か

ら
選
択
し
て
、
受
診
で
き
ま
す
。
午
前

中
に
特
定
健
診
と
胃
、
大
腸
、
肺
が
ん

検
診
を
受
け
、
午
後
か
ら
子
宮
、
乳
が

ん
検
診
を
受
診
で
き
る
の
で
す
が
、
周

知
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
レ
デ
ィ
ー

ス
健
診
の
名
称
や
、
よ
り
女
性
の
方
が

受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
い
、

啓
発
活
動
の
充
実
や
実
施
体
制
の
工
夫

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

石橋　千歌子 議員

①流行・拡大する
　　　　　風疹対策について
②レディース健診デーで
　　　　　　　乳がん検診を
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一般質問

質
問
①

「
世
界
人
権
宣
言
」
か
ら
₇₀
年
、
同

和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
の
執
行
後
、

同
和
問
題
が
終
わ
っ
た
が
ご
と
く
、
後

退
し
た
同
和
行
政
の
な
か
で
、
部
落
差

別
の
存
在
を
認
め
た
法
律
が
施
行
さ
れ

２
年
が
経
過
し
た
が
、
い
ま
だ
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
氾
濫
す
る
差
別
情
報

を
監
視
す
る
た
め
に
立
ち
上
げ
た
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
現
状
は
。

答
弁
（
副
町
長
）

今
年
の
10
月
か
ら
若
手
職
員
の
研
修

も
兼
ね
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
悪
質
な
書
込

み
は
削
除
要
請
を
し
て
い
ま
す
。

質
問
②

教
職
員
に
部
落
差
別
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め

の
研
修
の
実
施
は
。

答
弁
（
教
育
長
）

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
の
制
定
を
受
け
て
、
昨
年
度
か
ら

全
教
職
員
の
全
体
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
学
校
教
育
で
も
、
学
習
指
導
要

領
に
基
づ
き
授
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
法
律
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
と
の
認
識
の

も
と
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
指

導
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
③

改
良
住
宅
跡
地
に
つ
い
て
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
献
身
的
に
清
掃
を
し

て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
整
備
計
画

と
ト
イ
レ
の
問
題
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。答

弁
（
地
方
創
生
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
戦
略
推
進
課
長
）

駐
車
場
や
ト
イ
レ
な
ど
の
便
益
施
設

の
整
備
を
地
元
の
ご
意
見
を
賜
り
な
が

ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

質
問
④

よ
う
や
く
津
波
避
難
救
命
艇
が
今
年

度
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
運
営
方
針
と
管
理
方
法
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁
（
総
務
広
報
課
長
）

救
命
艇
の
運
営
方
針
は
、
十
分
検
討

し
、
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
考
え

ま
す
。
管
理
方
法
に
つ
き
ま
し
て
も
、

地
元
の
方
々
と
協
議
の
上
、
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
望モ

ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
は
、
県
と
連
携

し
な
が
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
職
員
研
修
に
つ
い
て
は
、
１９６５
年
に

出
さ
れ
た
同
対
審
答
申
の
中
身
を
大
切

に
し
た
勉
強
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

救
命
艇
は
、
１
艇
だ
け
で
は
間
に
合

わ
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
全
体
的
な

防
災
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

改
良
住
宅
跡
地
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
の
経
緯
を
計
画
に
反
映
し
て
い
た
だ

く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

安心安全なまちづくりについて
①「現在もなお部落差別が存在する」と部落差別解消推進法に規定され
ているが、インターネット上の差別の現状は
②「暴力団の７割から８割は部落出身者」このようなデマ情報に惑わさ
れない教職員研修の実施と子どもたちに対する具体的な同和教育の方
法は
③地域のためになる施設を検討すると約束している改良住宅跡地の活用計画は
④ようやく設置されることになった「津波避難救命艇」の管理・運営方針は

石本　一也 議員

津波避難救命艇
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一般質問

質
問
①

町
長
の
考
え
を
問
う
。　
　
　
　
　

答
弁
（
町
長
）

今
後
も
引
き
続
き
ミ
ニ
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
チ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
に
よ
る

影
響
に
つ
い
て
勉
強
を
し
て
い
き
ま

す
。質

問
②

そ
の
成
果
は
、
上
手
く
い
っ
て
い
る

の
か
。

答
弁
（
町
長
）

大
き
な
機
構
改
革
の
た
め
当
初
混
乱

は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
あ
る
一
定

水
準
の
行
政
運
営
が
で
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

再
質
問

公
益
法
人
に
初
め
て
職
員
派
遣
を
し

た
が
現
在
途
絶
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
早

急
に
派
遣
し
な
い
の
か
。

答
弁
（
町
長
）

職
員
の
派
遣
を
考
え
た
わ
け
で
す

が
、
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
事
は
事

実
で
す
。
派
遣
は
役
場
内
で
の
異
動
に

は
な
い
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
、
そ
の
派
遣
も
解
き
ま
し
た
。

要
望こ

れ
か
ら
職
員
の
派
遣
に
つ
い
て

は
、
十
分
慎
重
に
し
て
頂
き
、
職
員
が

バ
リ
バ
リ
働
け
る
環
境
を
与
え
て
頂
き

た
い
。

質
問
③

新
聞
広
告
の
目
的
と
効
果
は
。

答
弁
（
地
方
創
生
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
戦
略
推
進
課
長
）

観
光
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
大
阪
会

場
が
291
件
400
名
、
東
京
会
場
が
63
件
82

名
、
日
本
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
545
件

757
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
こ
の
機
会

に
湯
浅
の
特
産
物
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
町

内
の
事
業
者
の
利
益
に
繋
が
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
た
い
。

質
問
④

事
業
の
検
討
結
果
は
。

答
弁
（
副
町
長
）

活
用
方
法
に
つ
い
て
結
論
ま
で
至
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
官
民
で
協
議
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

質
問
⑤

募
集
結
果
は
。
進
捗
状
況
と
誰
が
ど

の
よ
う
に
利
用
す
る
の
か
。
こ
れ
か
ら

の
見
通
し
は
。

答
弁
（
地
方
創
生
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
戦
略
推
進
課
長
）

町
か
ら
（
一
社
）
湯
浅
観
光
ま
ち
づ

く
り
推
進
機
構
に
使
用
許
可
を
出
し
、

そ
の
活
用
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
公
募

も
含
め
た
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
⑥

施
設
の
中
に
何
が
で
き
る
の
か
。

答
弁
（
町
長
）

１
階
に
駅
舎
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
、
役

場
窓
口
機
能
を
備
え
た
ま
ち
お
こ
し
セ

ン
タ
ー
、
２
階
に
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

と
図
書
館
、
３
階
は
地
域
防
災
施
設
及

び
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま

す
。　

 

再
質
問

図
書
館
に
つ
い
て
具
体
的
に
今
の
図

書
館
と
の
違
い
は
。

答
弁
（
教
育
長
）

子
ど
も
が
十
分
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
と

保
護
者
の
方
々
の
子
育
て
交
流
が
で
き

る
様
な
図
書
館
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
開
館
時
間
は
現
在
の
図
書
館
と
同

じ
時
間
帯
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

①ミニボートレースチケットショップ設置について
②町組織の機構改革について
③ゆあさ地方創生観光まちづくりセミナー in 大阪
④超小型モビリティー事業「湯浅コムス散歩」について
⑤港の観光情報センターの利用状況について
⑥駅前複合施設の利用の仕方

横矢　政明 議員
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一般質問

質
　
問

近
年
、
愛
玩
動
物
い
わ
ゆ
る
ペ
ッ
ト

の
飼
い
主
は
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。

家
族
の
一
員
と
し
て
共
に
暮
ら
し
て
き

た
人
に
と
っ
て
、
ペ
ッ
ト
と
の
最
後
の

お
別
れ
は
と
て
も
大
切
な
も
の
で
あ
り

ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
よ
く
聞
か
れ
る

話
で
す
が
、
湯
浅
斎
場
で
の
ペ
ッ
ト
の

火
葬
料
は
有
田
聖
苑
と
比
べ
て
使
用
料

が
高
い
の
で
は
な
い
の
か
と
い
う
話
で

す
。
湯
浅
斎
場
の
ペ
ッ
ト
の
火
葬
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
、
ま
た
費
用
に
つ
い

て
周
辺
施
設
と
の
比
較
を
お
聞
き
し
ま

す
。

答
弁
（
住
民
生
活
課
長
）

湯
浅
斎
場
で
犬
や
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の

動
物
を
火
葬
す
る
際
の
使
用
料
は
、
申

請
者
が
町
内
、
町
外
そ
の
在
住
の
い
か

ん
を
問
わ
ず
、
１
体
に
つ
き
１
万
６
千

円
で
す
。
近
隣
の
例
を
見
ま
す
と
、
有

田
聖
苑
で
は
ペ
ッ
ト
の
重
さ
に
よ
っ
て

使
用
料
を
設
定
し
て
お
り
、
10
㎏
ま
で

は
３
千
円
で
、
10
㎏
を
超
え
る
と
５
㎏

増
す
ご
と
に
１
千
５
百
円
ず
つ
加
算
さ

れ
て
い
ま
す
。

目
安
と
し
ま
し
て
は
、
ペ
ッ
ト
の
重

さ
が
50
㎏
を
超
え
な
け
れ
ば
、
使
用
料

は
湯
浅
町
よ
り
安
く
な
り
ま
す
。な
お
、

町
外
の
方
が
有
田
聖
苑
を
使
用
す
る
場

合
、
割
増
し
料
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
火
葬
を
湯
浅
斎
場
で
行
う

場
合
、
そ
の
申
請
手
続
き
の
窓
口
は
役

場
の
住
民
生
活
課
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
火
葬
し
た
ペ
ッ
ト
の
遺
骨
を

引
き
取
り
た
い
と
い
う
家
族
の
方
に
は

火
葬
終
了
の
時
間
を
お
伝
え
し
、
遺
骨

を
お
渡
し
す
る
集
骨
の
サ
ー
ビ
ス
を
規

定
料
金
の
範
囲
内
で
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
湯
浅
斎
場
は
建
設
以
来
、
40

年
経
過
し
て
お
り
ま
す
。

将
来
的
に
施
設
を
改
善
し
て
い
く
際

な
ど
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

整
備
を
行
い
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
使
い

勝
手
の
良
い
使
用
料
の
設
定
を
し
て
い

く
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
又
ペ
ッ
ト
の
重
量
に
よ
る
使
用
料

の
基
準
の
設
定
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

由良　祥治 議員

愛玩動物の火葬について

湯浅斎場



13 ゆあさ議会だより No.73
平成 31年 2月

一般質問

山田　真里 議員

質
問
①

（
紙 

面
の
都
合
で
割
愛
し
ま
す
）

質
問
②

所
得
税
法
で
は
、
確
定
申
告
を
す
る

本
人
又
は
扶
養
親
族
等
が
障
害
者
に
該

当
す
る
場
合
、「
障
害
者
控
除
」
と
し

て
所
得
か
ら
控
除
で
き
る
こ
と
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
な
か
要
介
護
者
が
増

え
、
長
期
間
の
介
護
は
家
族
に
も
様
々

な
負
担
が
重
な
り
ま
す
が
、
介
護
保
険

の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
で

も
、
町
長
が
交
付
す
る
認
定
証
に
よ
っ

て
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
、
本
人

又
は
家
族
の
所
得
税
、
住
民
税
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

湯
浅
町
に
お
け
る
認
定
基
準
及
び
、

交
付
手
続
き
な
ど
、
現
在
の
状
況
を
伺

い
ま
す
。

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
）

湯
浅
町
で
は
、
要
介
護
認
定
調
査
の

主
治
医
意
見
書
で
寝
た
き
り
度
、
認
知

症
度
が
一
定
以
上
の
方
に
つ
い
て
、
申

請
に
基
づ
く
認
定
証
を
健
康
福
祉
課
で

発
行
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
準
寝
た
き
り
状
態
の

方
、
認
知
症
状
で
生
活
に
多
少
困
難
を

生
じ
る
方
が
「
障
害
者
控
除
」
の
対
象

で
、
寝
た
き
り
状
態
の
方
、
認
知
症
状

で
生
活
に
多
く
の
困
難
が
生
じ
る
方
が

「
特
別
障
害
者
控
除
」
の
対
象
で
す
。

平
成
29
年
度
の
申
請
は
３
件
で
、
今

後
、
こ
の
制
度
を
適
切
に
活
用
し
、
対

象
者
が
適
正
な
申
請
が
で
き
る
よ
う
、

１
月
号
の
町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
十
分
に
周
知
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

質
問
③

町
行
政
が
、
地
域
医
療
の
実
情
、
町

民
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、
地
域
医
療
の

確
保
、
充
実
に
努
め
る
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
ま
す
が
、
湯
浅
町
の
と
り
く
み

は
。答

弁
（
健
康
福
祉
課
長
）

県
の
地
域
医
療
構
想
に
基
づ
き
、
医

師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
等
の

医
療
関
係
者
や
県
市
町
の
行
政
関
係
者

等
約
30
名
に
よ
る
有
田
圏
域
の
会
議
を

年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
課
題
解
決

へ
む
け
協
議
を
重
ね
る
な
か
で
地
域
医

療
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

要
望今

後
、
県
の
構
想
に
沿
う
取
り
組
み

で
は
、
有
田
圏
域
で
は
病
院
の
療
養
病

床
が
大
幅
に
減
ら
さ
れ
る
た
め
、
病
院

の
代
わ
り
が
で
き
る
介
護
施
設
の
増
床

が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
非
常
に

切
実
な
課
題
で
あ
り
、
町
行
政
と
し
て

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
積
極

的
な
対
応
を
要
望
し
ま
す
。

①ボートピアの計画について

②介護保険要介護認定者の
　所得税法に基づく障害者控除について

③地域医療の充実について
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委
員
長
　
山
田
　
真
里

副
委
員
長
　
小
松
　
英
夫

委
　
　
員
　
石
橋
千
歌
子

委
　
　
員
　
石
本
　
一
也

委
　
　
員
　
山
本
　
年
哲

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

町議会（議会事務局を含む 10 人）と総務広報課長、地方創生ブランド戦略推進課長、ふるさと納税推
進課長の計 13 人で 10 月 25 日 ･26 日の 2日間、滋賀県日野町及び三重県明和町を訪問しました。
日野町ではふるさと納税制度を活用したクラウドファンディングによる日野駅再生プロジェクトについ

て、また、日野町議会における議会改革（議会基本条例・
議会報告会・議会インターネット映像配信）について、議
員の皆さんと意見交換を行いました。
翌日の明和町では日本遺産『祈る皇女　斎王のみやこ

　斎宮』の取り組みについて、現地で説明を受けました。
日本遺産認定後のこれからの取り組み等について意見を交
わし有意義な研修でありました。
この度の視察において、本町が抱える問題 ･課題を見

つけることができ、今後の議会運営に活かしていきたいと
思います。

12 月 5 日の第 4回定例会開会日に山家議長が議員辞職願を提出し全会一致で許可されました。
山家前議長は、平成 19 年 5 月より湯浅町議会議員として湯浅町のため尽力されました。

議員視察を終えて

山家前議長12年間お疲れ様でした！！

「
有ゆ

う

志し

竟き
ょ
う

成せ
い

」
こ
れ
は
昨
年
ノ

ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞

さ
れ
た
京
都
大
学
の
本ほ
ん

庶じ
ょ 

佑た
す
く

特
別

教
授
の
座
右
の
銘
だ
そ
う
で
す
。

志
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
い
つ

か
は
実
現
で
き
る
と
い
う
意
味
で

す
が
、
本
年
は
亥
年
。

志
を
し
っ
か
り
持
っ
て
「
猪
突

猛
進
」
で
す
。

小
松
　
英
夫

編
集
後
記

次回の定例会の予定

3月5日(火)～
一般質問

3月18日(月)
開催予定です。

議会の傍聴にお越しください
議会は公開されていますので、個人でも団体でも自由に傍聴
することができます。議会での議員の発言や町長の考えを直
接見聞きすることができますので、お気軽にお越しください。

〔
お
詫
び
と
訂
正
〕

ゆ
あ
さ
議
会
だ
よ
り
平
成
30
年

11
月
発
行
No72
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

一
般
質
問
に
お
い
て
、
左
記
の
と
お

り
字
句
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

記

10
頁
質
問
①
の
１
行
目
「
武
田
正
一

町
長
」
は
、
正
し
く
は
「
竹
田
正
一

町
長
」
で
す
。

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会


